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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（1）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症に対する規制の

緩和に伴う経済活動の正常化により、個人消費が持ち直す等、景気の一部に緩やかな回復の動き

がありましたが、資材、エネルギー価格の高騰や円安の進行等も継続しており、景気の先行きは、

依然として不透明な状況となりました。

建設業界におきましては、公共投資は堅調に推移いたしましたが、民間設備投資に力強さが戻

らず、また、建設資材価格の高止まりや、慢性的な建設技術者・労働者不足の問題も継続してお

り、引き続き厳しい状況となりました。

このような状況の中、当第３四半期連結累計期間の当社グループの売上高は、前年並みの 72

億 8 千 7 百万円（前年同四半期比 0.9％増）となりました。

利益面につきましては、工事採算性の改善により完成工事総利益が増加したことから営業利益

は 1 億 5 千 4 百万円（前年同四半期比 102.3％増）、経常利益は 2 億 8 千 1 百万円（前年同四半

期比 52.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は 1億 8千 1 百万円（前年同四半期比 53.1％

増）となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。（セグメントごとの経営成績について

は、セグメント間の内部売上高又は振替高を含めて記載しております。）

（建設事業）

受注高は、64 億 1 千万円（前年同四半期比 0.0％減）となりました。売上高は、前年並みの

71 億 3 千 7 百万円（前年同四半期比 1.2％増）となり、セグメント利益は、工事採算性の改善に

より完成工事総利益が増加したことから 5 億 1 千 3 百万円（前年同四半期比 23.9％増）となり

ました。

（製造・販売事業等）

主にアスファルト製品の製造・販売で売上高は、4 億 5 千 2 百万円（前年同四半期比 3.6％減）

となりましたが、セグメント利益は、3 千 6 百万円（前年同四半期比 47.9％増）となりました。 

（2）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末より 18 億 4 千 6 百万円増

加し 218 億 3 千 7 百万円となりました。増加した主な要因は、前連結会計年度末に比べ工事代

金の受入により現金預金が増加したこと等によるものであります。

負債は、前連結会計年度末より 11 億 3 百万円増加し 38 億 4 千 1 百万円となりました。増加

した主な要因は、工事の前受金により未成工事受入金の増加等によるものであります。

純資産は、前連結会計年度末より 7 億 4 千 3 百万円増加し 179 億 9 千 7 百万円となりました。

増加した主な要因は、株価が前連結会計年度末に比べ上昇したことにより、その他有価証券評価

差額金が増加したこと等によるものであります。

この結果、自己資本比率は 80.9％（前連結会計年度末は 84.6％）となりました。 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

近の業績動向を踏まえ、2023 年２月 10 日に発表しました通期の連結業績予想及び個別業績 
予想を修正しております。詳細につきましては、本日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」

を ご参照下さい。 
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（3） 四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対す

る税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ

て計算しております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠

く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。 

（会計方針の変更） 

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年6月17日。

以下「時価算定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価

算定会計基準適用指針第 27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が

定める新たな会計方針を将来にわたって適用することといたしました。なお、当該会計基準適用指

針の適用が四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自  2022 年１月１日  至  2022 年９月 30 日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(単位：百万円)

報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 建設事業 

製造・販売
事業等 計 

売上高 

外部顧客への売上高 7,052 168 7,220 － 7,220

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

－ 301 301 △301 －

計 7,052 469 7,521 △301 7,220

セグメント利益 414 25 439 △362 76

（注）１．セグメント利益の調整額△362 百万円には、セグメント間取引消去△2 百万円及び各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△361 百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

各報告セグメントに帰属しない「全社資産」において、土地の減損損失を計上しております。 

なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間において 2 百万円であります。 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自  2023 年１月１日  至  2023 年９月 30 日) 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(単位：百万円)

報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 建設事業 製造・販売

事業等 
計 

売上高 

外部顧客への売上高 7,137 150 7,287 － 7,287

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

－ 302 302 △302 －

計 7,137 452 7,589 △302 7,287

セグメント利益 513 36 549 △395 154

（注）１．セグメント利益の調整額△395 百万円には、セグメント間取引消去△4 百万円及び各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△391 百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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３. 補足情報

四半期個別受注の状況

個別受注実績 (百万円未満四捨五入）

受　　　注　　　高

2023年12月期第３四半期 △ 0.6%

2022年12月期第３四半期 △ 0.6%

(注) ①受注高は、当該四半期までの累計額

　　 ②パーセント表示は、対前年同四半期増減率

(参考)受注実績内訳 （単位：百万円）

2022年12月期 2023年12月期

第３四半期 第３四半期

官公庁 3,903 (63.8 %) 2,776 (45.7 %) △ 1,126 △ 28.9 % 

土木 民間 164 (2.7 %) 247 (4.1 %) 83 50.7 % 

計 4,067 (66.5 %) 3,024 (49.8 %) △ 1,043 △ 25.6 % 

官公庁 146 (2.4 %) 294 (4.8 %) 148 101.2 % 

建築 民間 1,900 (31.1 %) 2,759 (45.4 %) 859 45.2 % 

計 2,046 (33.5 %) 3,053 (50.2 %) 1,007 49.2 % 

官公庁 4,049 (66.2 %) 3,071 (50.5 %) △ 978 △ 24.2 % 

合計 民間 2,064 (33.8 %) 3,006 (49.5 %) 942 45.7 % 

計 6,113 (100.0 %) 6,077 (100.0 %) △ 36 △ 0.6 % 

(注)（　）内のパーセント表示は、構成比率

増減率区分

建
 
設
 
事
 
業

6,077 百万円　

6,113 百万円　

比較増減

- 9 -

金下建設㈱ (1897) 2023年12月期　第３四半期決算短信




